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＜天気概況＞ 

 甲府地方気象台の週間天気予報によると、５日、６日の最高気温は、２６℃

の予報となっており、それ以降も最高気温が高く推移する予報となっています。 

今後の予報に注意し農作物の管理を徹底してください。 

 

＜週間天気予報 ４月３日５時発表＞ 

 

＜２週間気温予想 ４月３日５時発表＞ 

 

 

 

 



 

１ 果樹 

＜オウトウ＞ 

○ 開花期に２５℃以上の高温になると結実不良の原因となるため、以下の対

策を実施する。 

① 受粉の回数を増やし、開花した順にこまめに受粉するなど、受粉作業を丁

寧に行い、結実を確保する。 

② 朝方を中心に灌水を行い、園内の日中の温度上昇を抑える。 

 

＜施設ブドウ＞ 

○ 果粒軟化期以降からは高温多湿によるムレ（果粒への結露）を抑えるため、

換気が遅れないよう注意する。 

 

 

２ 野菜 

＜施設野菜＞ 

○ 施設内が高温・乾燥にならないよう、日中２５～２８℃前後を目標に換気

し、適宜、かん水する。 

 

＜スイートコーン＞ 

○ トンネルまたはハウス内が高温にならないよう、ビニールの開け閉めなど、

日中の換気を積極的に行う。 

 

＜露地野菜＞ 

○ 高温・乾燥が続くと苗の活着不良のリスクが高まるため、定植時にはたっ

ぷりかん水し、根と土を密着させる。定植後に乾燥が続き、朝方でも葉が

しおれるような場合は、かん水する。 

 

 

３ 水稲 

○ 育苗にあたっては、最高気温に注意し、トンネルまたはハウスの換気、水

管理等に十分注意する。 

 

 

４ 花き 

○ 鉢花、洋ラン等は、日中、ハウス内が高温にならないよう、遮光や換気を

徹底する。また、鉢の乾燥に注意し、こまめな水やりに努める。 


